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50W漁船用無線電信電話装置

束 長 年童

50W Radio Communication Equipment for Fishery Service

By NagatoshiAzuma

Totsuka Works,Hitachi,I.td.

Abstra(:t

Hitachi,Ltd.has startedthe production of Marine Radio Equipments since1946

and developed various kinds ranging fromlOW up to250W.They have beenin

satisfactory servicein almost alldistricts ofJapan asi11ustratedin Fig.1.

The outstanding performance atld efBiciency of these Hitachiproducts mustbe

attributedtotheirexcellentdesigncoveringhigh-temperature-,mOisture-,andvibration-

proof characters,1etalonethe easeofoperation･

Amongthem,tWO typeS Of them-MTRT20S20W radiophonetransmitter-reCeiver

andMTR-50S50Wradiophoneandtelegraphtransmitter-reCeiver-havebeendesigned

for the use oninshorefishing boats andwon much favourofcustomers.

To add to the success of the aforementioned we haverecentlyaccomplishedType

HMT50-1650W radio phone and telegraph equipmentimproved fromthe former type

MTR-50S.Here,We have outlined the featuresand technologyincorporatedin these

radio equlpmentS.

〔Ⅰ〕緒 盲

日立製作所iこ於てほ､終戦後解舶無線装置の一環とし

て､漁業用無線装置の製作に力を注ぎ､短期間の間に

10W～250W迄の漁船用或いは漁業陸上局用各種無線

装置の製作据付けを行い､その使用地域､設置数量共第l

図の如く我国現有無線装備漁船の大きな部分を占めるに

至った｡.

そしてその実用成杭は､漁船特有の高温高湿､不規則

な振動､装置の保守等につき十分吟味検討して設計製作

された結果として極めて優秀であり､好評を博している｡

中でも特に小型近海漁船用として設計された20W無

線電話装置MTR-20S型及び50W無線電信電話装置

MTR-50S型ほその優秀な構造及び電気的性能により､

取扱い容易､故障絶無の点で使用者の信頼を得ている｡

今回これに構造､電気的性能の点で更に改良を加えた

50W無線電信電話装置HW-50-16 型を製作したので

この種漁紛用無線装置の紹介を兼ねてその設計基準､性

離概略を述べたいと思う｡

*

日立製作所戸塚1二場

〔ⅠⅠ〕漁船用無線装置の運用

漁船用無線装置は電波法(1)(2)(3)(4布こよれば無線局の瞳

撰としては船舶局に属し､取扱う業務は海上移動業務で

ある｡

即ちその局ほ紛舶の移動局であり船舶局と海岸局との･

間､又は船舶局相互間の無線通信業務を行うものである｡.

勿論船舶局と云っても､船舶安全法第4条の船舶に施_

設する義務無線 信から小型沿岸漁業用漁船に施設する

小型無線電話に至る迄その使用周波数､装置の構成､無

線従事者の資格等著しく異なるものであるがその運用に

就ては等しく船舶局の規則に従わなければならない｡

漁業通信に使用できる周波数は電波法の無線局蓮用規

則に第1表(第29頁参照)の如く定められており､電

波の型式としてはAl,A2,A3,周波数1,5Mc～乱5･

Mcの範閲であるが､通常小型漁船用の無線電信電話装~

置としては装置の簡易小型化及び実用上から送信周波数

は中短波帯の1,570kc-3,700kcの周波数を選び､受信~

周波数として放送波碍を含めた中短波帯及び短波帯を掩

えるように作られている｡
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漁 業 通 信 割 当 周 波 数 表

Allocated FrequencyTablefor FisheryCommunicationService

407

第 2 表 漁 業 通 信 用 割 当 周 波 数 表

Table2.NewIyAllocatedFrequencyTable forFishery Communication Service

:二∴･･∴-- ∴､.一二∵∴
‥

∴.ニ･､-､ ∴｣･-ニ河
信一

臓羊水恩官満素監浜イ王辺津浦関田郷岬戸蒲漆浦躇若山子爵大原宗

鼠
徽
野
詐
彿
緒
㍑
猫
m喝
"
匹

22JJ
クJ♂J.
2JJβ

プ〃Jβ

.∴■.`
2J?β

即
甜
㌍
相
〃
門
弟



408 昭和28年2 月 日 立

船舶通信の最も重要な目的は､勿論漁於が海上で危険

に陥った場合の遭難通
､或いは危険に陥るおそれがあ

るか叉ほその他の緊急な事態の発生した場合の緊急通信

であるが､それ以外に本来の漁業通信として

1･天気､気圧､気温､風向､風九視程等漁場の気

象連絡

水温､比重､水色､波浪､潮流､潮目､水深､底

質等漁場の海況連絡

3.

4.

操業日時､漁場の位置､漁群の状態(種
､魚の

大小､濃度､移動の状況､餌付の良否､鳥付の有

無)飼料の種類及び数量､漁獲物の種類及び数量､

今後の見込及び調査方向､附近に於ける他船の有

無等操業の状況連絡

餌料又は氷の配給状況､餌料の適否､使用漁具の

種類及び手配､漁獲物の処理加工､乗組員の手配

相場等操業上の打合せ

5･操業上の注意事項その他特異現象等の連絡

6･解体､機関､無線機器の故障及び修理､漁整物の

輸送手配､漁猟上必要な航程の変更等漁船の航程

に関する連絡

7･漁船正午位置報告規則による通信

を行い､或いは更に受信機によりラヂオの気象通報､時

報､一般放送を聴取する等航海中外界との接触を保つ唯

一つの梯関として活用されるのである｡

近時漁船に於ける通信設備の重要性の認識と､漁船数

の智加と相侯って､漁業通信の使用状況は幅襲を極め､

各漁業用陸上局の通信時間は1回に数十分の極めて短時

間の割当て時間内に多数の所属全漁船との連絡を行わざ

るを得ない状態に立到っており､而も通信を確保するた

めの送信出力の檜加は他沿の混信妨害を曝し､その利用

価値が低減されてきている｡

これを防ぐため 波管理総局に於ては昭和26年8月か

らジュネーブで開催された臨時無線主管庁会 に於て我

が国船舶通信用周波数の割当ての増加を求め､送信機及

び受信機の性能の改良と供ってこの通信系の使用周波数

も増加し､その利用度を向上させる計画を樹て､昭和27

年12月より順次第2表の如き周波数割当てに切換え実施

されることゝなった(5)｡

〔lII〕漁船用無線装置の具備すべき条件

上記の如き運用状況及び漁船として使用される特異性

に塞き､漁礁用無線装置の具備すべき条件を挙げると大

略次の如く考えられる｡

(1) 気的必要条件

送信機の電気的性能として要求される最も重要なこと

は発射される電波の 波数の偏差及び巾､ 波の強度

評 論 第35巻 第2号

等の電波の質の良好なことであって､これが確保されな

い場合には､他の通信への妨害を与え､電波の公平､能

垂的な利用を行うことはできない｡

従ってこれらのものに裁てはその最小限の娘格がそれ

ぞれ無線設備規則で要求されている｡

この種小型漁船用無線装置に裁ては､その周波数許容

偏差は0･02%以内であることが必要であり､周波数帯

巾の許容値ほAl電波に於ては11くC.A2電波に於て

ほ2kc,A3 波に於ては61くCであり､高調波､低調

渡文は寄生発射等不要指射電波の強度も 3,0001くC以下

でほ発射基中線から5knの所で 300/JV/m,3,000kc

以上でほ基木波の平均 力より 40db以上低く且つ200

mW以下であることを望まれている｡

従って小型簡易を目標とする送信機ではあるが､安定

な発振回路､変 回路及び不要周波数を除去する塞中線

結合回路に託てほ十分な考慮を払わなければならない｡

受信機の電気的性㌍として重要なものほ選択度､

忠実度､安定度であって､これらのものに裁て無線設備規

則ではその選択度に閲し通過帯域巾(最大感度を有する

周波数から両側に6dbの感度の減衰を京す2つの周波

数の間の巾)が6kc以下であって通過帯域巾外の減衰は

3db/kc以下であることゝ規定してあるのみでその他の

ものに裁てほ適正十分であることゝ云い表わしてある｡

通 が柘験し､各種近接周波数電波が多数存在する現

在､確実な通信を維持するために受信機ほ､次第にこれ

ら諸特性の向上Lた高級受信機に置き換えられてきてい

る｡′J＼型漁船用無線装置といえどもその受信機に裁てほ

この点を十分考慮する必要がある｡

(2)機械的必要性

先に述べたように漁船用無線装置では送信機の常用周

波数が多く､受信機の使用周波数範囲が大きいため送信

機､受 機共用渡数に関係する部分の切換えが必要とな

り､而もこれを一挙動で行うため周波数切換えスイソテ

ほ切換え極数及び連数が多くなり､その構造も複雑微妙

となる｡従ってこの周波数切換えスイッチの良否は送信

機及び受 機の性能に大きく影響を与える｡

却こ問題となるのは漁船の振臥それに対する無線装

置の防振襲置(6)である｡

漁船の振動は機関､推進器の回転により起るもの､波

浪による解体のピッチyグ及びローリング､波浪又は接

岸等による衝撃に分けられる｡

漁船の機関による振動発生ほその燃料爆発時の衝

あって､ 発回数鞠ほ

∧㌔=CⅣ (2衝程サイクルの場合)

=喜cⅣ(4衝程サイクルの場合)
但し C=気筒数 Ⅳ=回転数
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第 3 表

Table 3.

船 名

碇泊中 の振動測定結果

ResultsofVibrationMeasurementforFishingBoatatAnchor

測定位置 振動方向
振動数
(r.p.m.)

振 巾
Il!l11い

備 考

No.1

No.2

No.3

No.4

船 橋

沿 橋

船 橋

拾 橋

船 橋

拾 橋

検閲室

械閑重

機関室

通信室

通信室

通信室

胎

船 橋

船 橋

前部甲凍反

前部甲裾

前部甲板

後部甲虜

後部甲横

後部甲根

機関室

税関室

機関室

船 橋

船 橋

沿 橋

前部甲枚

前部甲板

前部甲′坂

後部甲術

後部甲硬

後部甲ノ板

室
重
量

関
閑
閲

機
械
機

胎 橋

船 橋

船 橋

前部甲板

前部甲祇

前部甲.板

後部甲′坂

後部甲板

後部甲板

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

上 下

左 右

前 後

1.21

0.26

0.14

1.22

0.58

1.13

0,28

0.74

1.07

2.39

0.18

2.59

1.82

0.31

0.12

350r.p.m.強勢

350r.p.m.韻勢

290r.p.コユ.強勢

360r.p.m.強勢

360r.p.m.強勢

340r.p.m.強勢

図照一〇第参＼トーノ
290r.p.m.

310r.p.m.

300r.p.m.

285r.p.m.

280r,p.m.

290r.p.m.

図照7第参＼トーノ
ヘ･強
勢
勢

強

強

勢
勢

義

鎮

図照3第参＼ナ
図照一第参＼i
図照
■ヽ-

第参＼上
360r.p.m.を含む

390r.p.m.を含む

高調波多し

高調波多し

高調波多し

〟β./

〟仇4

∴

舞2因 振動測定を行った漁船

の定格

Fig.2.Rating of Fishing Boat Used

for Vibration Measurement
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第3図

Fig.3.

碇泊中の振動記録(その1)

Oscillogram Showing the Vibration

Of Fishing Boat at Anchor-No.1
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第4図 碇泊中の振動記録(その2)

Fig.4.Osci1logram Showing the Vibration

Of Fishing Boat at Anchor-No.2

上下才子苧ヤ

左モ†子計
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苛琵琶㌧

第5図 碇泊中の技動記録(その3)

Fig.5.Oscillogram Showing the Vibration

OfFishing Boat at AnchoトNo.3
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第6図 碇泊中の振動記録(その4)

Fig.6.Oscillogram Showing the Vibration

Of Fishing Boat at AnchordNo.4

ヒ下子三邑り

二言賃至Jり

‡｢羊三う≒享.わ

､

第7図 碇泊中の振動記録(その5)

Fig･7･OfX･illogram Showing the Vibration

Of Fishing Boat at Anehor-No.5

で表わされる｡この衝撃及び推進器回転が伴流変化によ

り生ずる衝撃が解体固有の揉み振動､携り振動､局部振動

を誘起させる｡これはその振動周波数が250～800r.p.mリ

振幅1-2mmの比較的高い周波数となり無線装置に有

害である｡

波浪による船体のピッチング及びローリン列ま通常漁

於の如き小型船舶では波浪の波長に比し船長が小さいか

ら船体の回転角ほ大きくなる｡而しこの周期は相当大き

いからこれによって起る無線装置の損傷は先ず考えられ

なくたゞ回転による装置の安定度が問題となる｡

波浪又は接岸による衝撃ほ､その衝撃力が極めて大き

く､これによる無線装置の影響は最も大きいものと考え

られる｡我々が銚子に於て調査した数隻の小型漁船の港

内碇泊中及び航行､漁獲作業中の各振動状態の測定結果

の一例を示すと次の如くなる｡
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萌2図は我々が実測した漁船の定格であって､これら

の漁槍につき碇泊中の振動測定を行った結果ほ第3表の

如くなり､船名No.2の振動記録を例示すると第3～7図

の如くなる｡

振動数は前 機関の爆発回数に一致するが気筒によ

る爆発の強弱のある場合にはその1/2の振動数が硬く発

生することもある｡振幅は機関室が､必ずしも大きくな

く､前甲板､後甲板､船橋の方が大きく､紛の中心から

外れると却って大きくなる傾向にある｡ヂーゼル機関は

焼玉機関に比して振幅ほ小さいが高周波を多く含んでお

り､気筒数の一多い方が振動は少ない｡通信室は一般に中

心部の振動の少ない所が選ばれている｡

411

航行及び漁獲作業中の振動測定の結果は第4表の如く

なっており､.その振動記録の実例ほ第8～12図(次頁以

下参照)の如くなっている｡

機関による振動数は巡航中､停止中､ …t藍巾共余り大

きな変動はなく､振動波形は碇泊中の機関による振動に

ピッチング､ロ･-リこ/グを重畳したものと考えてよい｡

河口の波浪の激しい場所に於て波浪による衝撃が生じた

が第9図の如く通常の振動に比し記録不可能な大きく急

激なものであった｡荒海又は暴風時にはこのような衝撃

が連続的に発生するものと考えられ､その影響は最も考

すべきものと思う｡

以上の如く漁船に生ずる振動の中無線装置に損傷を与

第 4 表 航 行､漁 獲 中 の 振 動 班q 定 果

Table4.Results of Vibration Measurement for Fishing Boatat Sea (船 名 No.5)

測 定

銚子港タ=流行中

銚子港外航行中

銚子港外航行中

銚子港外航行中

銚子慌外航行中

銚子港外航行中

銚子港外航行中

銚子港外航行中

銚子沖航行中

′銚子沖航行中

銚子沖航行中

銚子沖航行中

停止捲上 中

停止捲上 中

停止括上 中

停止権上中

停止括上 中

停止捲上 中

停 止 中

銚子河口航行中

河 中

漁網播上 中

帰 航 中

帰 航 中

帰 航 中

帰 航 中

測定場所 振動方向

通信室

通 信室
､､-

通信室

通信室

通信室

通信室

通信 室

船 橋

船 橋

船 橋

船 橋

船 橋

船 橋

船 橋

船 橋

船 橋

船 橋

沿 橋

通信室

通信室

通信室

通信室

通信室

通信室

振動数
(r.p.In)

垂直左右

垂直前後

左 右
~さ㌧【~

後削

垂直左右

垂直前後

左 右

前 後

垂直左右

垂直前後

左 右

二1ム~

後日u

垂直左右

左 右

前 後

垂直左右

垂直前後

前 後

垂直左右

垂直左右

垂直左右

垂直左右

垂直左右

垂直前後

左 右

前 後

振 巾
111日‖=

650

640

650

640

650

640

650

650

700

周 期

0.60

0.46

0.12

0.23

0.46

0.45

0.13

0.40

1.30

0.48

0.58

0.41

0.73

0.61

0.96

0.58

5.9

2.6

4.5

4.6

5.6

3.8

3.0

3.0

2.8

2.5

5
2
6

(1.〇

3
3
2

2

3.1

備 考

第8図参照

第9図参照

第10図参照

弟11図参照

弟12図参照



412 昭和28年2月 日 立 評 論 第35巻 第2号

季垣左右指針

弼問-･

垂遵前石巧訂J

ー

ーー･

妄言睦章わ

音≡緩勘

√′Jノ√へ〔～､}

第8図

Fig.乱

垂直宣て緩計

三 上

ナ

Ⅶ､J

き直三石了.至宝｢し可中)

航 行 中 の 振 動 記 事(そ の1)

Oscillogram Showing the Vibration of Fishing Boat at Sea-No･1
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第9 図

Fig.9.

垂直完工1〒.を乃

ご手｢もー㌣-→

↑ 上

/
仝_｣;

航 行 中 の 振 動 記 録(そ の 2)

Oscillogram Showing the Vibration of Fishing Boat at Sea-No･2

ノノ

r ＼

ノノイー〉 ＼

＼

第10図 航 行 中 の 振 動 記 鼻(そ の 3)

Fig.10.Oscillogram Showing the Vfbration of Fishing Boat at Sea-No.3
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第11図 航 行 中 の 振 動 記 銀(そ の 4)

Fig･11･Oscillogram Showing the Vibration of Fishing Boilt at SearNo･4

左右桔■拍

仝 上

1苛た行酎

仝 土-

第12図

Fig.12.

航 行 中 の 振 動

Oscillogram Showing the

える原因になるものは主として機関､推進器によるもの

~及び衝撃波によるショックであると考えられるのでこれ

に対する防振を考慮する必要がある｡

(3)そ の 他

耐湿､耐熱性ほ一般無線装置に於ても勿論必要なもの

であるが特に漁船の如く周囲条件が悪く､而も一度出漁

すればその保守も万全を期し得ない状態を考えればこの

耐湿性耐熟睡は多少の電気的性能の優劣とほ比較できな

い重要な要素である｡叉その使用部品､特に消耗性のあ

る部品に託てほ､漁船の所在状況を考えて､できる限り

一般市場で容易に入手できるものを遠足することも大切

記 鼻(そ の 5)

Vibration of Fidling Boat at Sea-No.5

なことであると思う｡

上記の色々な条件を考 し､而もその用 から極力簡

易で小型な無線装置を設計製作することが使い易い漁船

用無線装置に必要である｡

〔ⅠⅤ〕EM-50-16型無線装置の構成

この無線装置は近海漁

の小型漁紛に設備する無線

を行う総屯数 40t未満程度

装置電話であって 24V

池及びコシバ一夕によって動作する送信機､受信機

と昼中線､充放 盤その他附属品から構成される｡
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送信機は水晶発振電力増幅式で1･5-3･5Mcの中任意

の6波を備え､送信出力は Al

20W,A3

受信機ほ高

波15Wである｡

渡50W,A2

1波一三箕､中間周波二段の8球スーパーへ

テロダイソ方式でその受信周波数範囲は漁業無量泉通信iこ

最も必要な91kcプ之び5001くC～10Mc である｡

その標準構成は

(1)HT-50-16送 装置‥.

HT-50-]一6送信機･
‥1式

.･1台

同上附属品､予備品､備付品､修理工具‥1式

SB-50-14充放 盤

22V200W コンパ【タ ‥

(2)‡IRA-13受信装置.

HRA-13受信機 ‥.

(3)

1式

‥1
台

同上附属品､予備晶､備付品‥‖.…‥1式

24V15W コン㌧べ【-タ

塞中線､工事材料………………‥1式

24V174AH‥.
‥.1台

であって､第13図は各機器の相互構成を示す｡

主要機器の仕様を示すと

(1)HT-50-16送信機

通 信 方 式

信‥.

電

基中線

話.

力(公 称)

.ブレークイン式

.プレストrク式

Al..
..50W

A 2…………………… 20W

A 3‥.
‥.15W

(無変調時)

周波数範囲‥‥
‥,.1.5～3.5Mc

常用周波数……………………･･6波

A2変調周波数...
.‥800c/s

歪 率......80%変調で 一20db以上

脈 動

周波数伺

使用真窒

発 振 管.

.変調度で8%以下

.2×10｣∴以下

6V6-GTxl

変 調 管川
‥.6V6-GTxl

力檜幅管..‥
.P-503Ax2

法……‥巾333×高416×奥行343
Jヨ_

鬼… …･････‥ ‥

.31.51(g

(2)HRA-13受倍機

方 式……スーパーヘテロダイソ方式

周波数範囲……91kc及び500kc-10Mc

受信電波型式･･････Al,A2,A3,AVC付

中間周波数……………………4551くC

綜 合 感 度‥‥全周波数帯域でAl,A3電

波にて125db以上

影像除去比………………-30db以下

気的忠実度･･..300～2,700c/s で1,000c/s

をOdb として +8～L12db

電.′±==ヌし

使用

的出力.

真 容管

10% で500mW以上

高周波檜巾管.‥

第一検波管..‥.

6SK7-GTx1

6SA7-GTxl

第一局部発振管."………‥6SJ7-GTxl

中間周波増■幅管………… 6SK7-GTx2

第二検波管."
･･6SQ7-GTxl

第二局部発振管…………‥6SJ7-GTxl

電力増幅管‥‥

第13図 HM-50-16無線装置相互系統図

Fig.13.CordingI)iagram of Radio Equipment HⅣト50-16

.6V6-GTxl
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寸 法……‥巾403×高296×奥行343

重 量…………………･27･01唱

(3)22V200W コンパrタ

型 式…………….半開自己通風型

疋 格……………………‥連続

回 転 数.‥
t･5,000r･p･m･

入 力………………‥D･C･22V

出 力….‥‥‥D･C･800V,250皿A

(4)24V15W コこ/ノ∴-メ

型 式川
‥半間自己通風型

定 格.･

回 転 数‥

力.

…‥.連続

..5,000r.p.m･

..D.C.24V

力…
‥.D.C･200V,75mA

〔Ⅴ〕送信機及び受信機の

各部構成とその特性

上述の仕様に基き､小型漁船用無線装置としての必要

二な条件を考 に入れて設計製作された送信機HT-50-16

及び受信機HRA--13は構造､部品及び回路の面で多くの

ど特長を右しており､その効果は今後の実用過 で現われ

一J.j'L7.ご

第15図Ⅰ-iT-50-16 送 信

を活 装 置 415

てくると思うがこゝに主な特長及び電気的特性の結果を

報告する｡

(1)送信機HT-50-16

第14,15図にその外観を示し､第1`,け図(式貢参照う

に内部構成を示すように極めで′｣＼型に組立てられ､而も

内部点検､真峯管等の取換えは掛､漁船内通信室に据付

けられたまゝ簡単に行い得るよう考えられている｡

機構的をこ最も考慮されているのは各種切換えスイリチ

掛こ周波数切換えスイッチ及び防振装置であるっ

第14図 HT-50-16送信機外観図

Fig.14.View ofTran3mitterHT-50-16
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/
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Fig.15.DimensionalDiagram of Transmitter HT-50r16
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第16巨召 HT-50-16 信横 内 郡構造

Fig.ユ6.InternaIViewof TransmitterHT-50-16

その回路嘗成は第18図の如く､発振管として 6V6r

GTを佐田しピアス回路を構成している｡

電力士別雷管はP-5〇3A2本でC放電力増幅を行い､

陽極は打撃同調回路を使用して不要転封電渡を除き

を良くしている｡

変調は6V6-GTl太を使用し､A2変調凰扱数の発

振及びA3音声上部云の二様に切換え使用している｡

この出力で電力増幅管の抑制格子変

>
へ
一
ノ行を

電源は24V蓄電池より真窒管の繊条､リレー､マイ

クロフォンの電力を供給し､コン㌧べ-∵タ出力800Vから

真峯管陽転電圧を供給し､又その電圧を分圧して抑制格

子､制御格子の偏特電庄を与えている｡
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第17図 HT-50-16送信機 内 部構造

Fig.17.InternalViewofTransmitter口T-50-16

その出力特性ほ第5嚢の如くなっており､変調直線性

は第19図､歪率及びS/jVは第`表の如くなっており､

何れも規格を満足している｡

(2)受信機HRA-13

第20,21図にその外観を示し､第22,

を示す｡

23 部内跡 煮H 造

各部品の虎置及び調整部分ほ保守及び使用の健を考え

て配置されているが､この種漁船用受信機で使用上最も

問題となるのは周波数切換えスイッチの動作及び船体践

動に於ける短波靖の Al 波の受信である｡

周波数切換えスイッチはその材料及び構造に検討を加

え､且つその耐久性に就ても十分な試験を行った結果を
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第18図 HT-50-16 送 信 搬 回 路 図

Fig.18.Circuit Diagram of Transmitter HT-50-16
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第 5 表 HT-50-16 送 信 機 の 出 力 特 性

Table5.PowerOutputCharacteristicofTransmitterHT-50-16

417

第 6

Tal)1e 6.

HT-50-16送信梶の歪率及びS/Ⅳ･特性

DistortionandS/NCharacteristicofTransmitterHT-50p60

変調度 40%

変調周波数 A2 760cs, A31,00c/s

､● ､､●

(+力(協)

("と

髄
転
属

第19図

Fig.19.

HT-50-16送信機の変調直線性特性

ModulationI.inearity Characteristic of

Transmit†er HT--50-16

採用しているので未だこれに対する故

ことがない｡

は殆んど起った

又受信用バリコソ､バリコソダイヤルの連結部､第一局

部発振器等の構成部品､筐体の構造､防振装置等の不適当

な装置でほ船体のロrリソグ､ピ･ソテソグ或いは機関推進

変調庶 80%

率(db):S/N(d坤歪率(db)5/Ⅳ(dl〕)

第20図 HRA-13受信域外観図

Fig.20･ViewofReceiver HRA-13

器に伴う振動により特に短波帯のAl電波の受信信号音

が変化し､或いは断続し完全な受信を不可能ならしめる｡

HRA-13受信機では､これらの点につき特に筐体の構

造､構成部品､防振装置は過去の経験を生かして改良を

加えてあるる｡
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DimensionalDiagram of Receiver HRA-13

第22図 HRA-13受信機内部構造

Fig.22.InternalView
of Receiver HRA-13

回路構成は第24図の如く､高周波一段､中間周波二段､

独立した第一局 発振器及び第二局部発振器を備え､

AVC 付の標準通信用受信機の配列を整えた8球スーパ

ーヘテロダイソ受信機である.｡

真峯管はそれぞれの回路に適したGT管を使屠し､ス

ピーカーほ実用の便を考え外附とした｡

高周波コイル､中間周波変成器等この受信機の電気的

特性を決定する主要部晶及び回路構成は通信用MRS--27

受信機(7)で検討採用したものを使用しているので､その

細部についてほこゝに重複することを避け綜合試験の結

果について我著する.｡綜合感度及び影像比につき､各周

第2号

算23図 HRA▼13ぢ三信擁内部構造

Fig.23.InternalView
of Reeeiver HRA-13

波数荷の代表周波数についてその結果は第7表の如くな

っており規格値に対し十分の予猶があることが認められ

る｡

綜合選択度として7･5Mcに於ける実測結果は第25図

の如くなっており､ほゞ中間周波選択度と同様であるが

51てC離調した点で25db以上の減衰を得ておる｡

電気的忠実度は第2咽の如くなり､出力特性ほ第27図

の如くなっており､何れも実用上の要求を満足している｡

その他初期周波数変動による安定度､振動試験の結果

等もMRS-27受信機と同様満足すべき結果を得た｡
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第24図 HRA【13受信械回路図

第 7 表 HRA-13 受信機の

像比特性

合成繹及び影

Table7.Overa11Sensitivity andImage Ratio

Characteristic of Receiver HRA-13

擬似空中線は3001くC以下は100J2,500-1,500kc

は300PF,25J2,1,5001くC以上は

･:二こ･･●/

を使用する｡出力負荷は101{βの無誘導抵抗を任用

し固有雑音は -20db以下とし出力25Vを得･る入
力電圧より算用する｡

､-

ル併JⅣ瓜佑Ⅳ

′伽′

Fig.24.Cirruit Diagram of Receiver HRA-13
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第25図

Fig.25.

以上今回

〟 一β -グ ーイ ー～
♂ ∠ 4 β■ ♂ 〟

偏 差 r片c)

HRA-13 受信機の綜合撰択髭特性

Overa11SelectivityCharacteristic of

ReceiverIiRA-13

〔ⅤⅠ〕結 盲

419

しく計画された 50Ⅵr 無線電信電話装置

HM-50-16型を採り上げて､この種小型漁船用無線装置

についての概要を述べたが､簡易､取扱い容易な梶本要

求の上に､苛酷な使用条件､

る桁密な

波使用状況より要求され

気特性を織り込んで実現させてゆくことは､

十分な基礎凱研究と多くの実用実験に基く賃料に拠らな

ければならない｡
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Fig.26.

HRA-13 受信 の電気的忠実庶特性

ElectricaIFidelity Characteristic of
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第27図

Fig.27.

IiEA-13 受信械の 出 力特

Output Characteristic of Receiver

HRA-13

今後更にこの改良こついてほ絶えざる検討を行いたい (3)電波監理委員会規則第5号無線設備規則昭和25

と考える.コ

本無紋装置の設計及び製作に当り､防振装置に関し種

々実験検討さjlた筐田設計課員直接無線 の設計を担当

された高亀､角南設計課員を初めとし製作課､検査課の

方々に厚く感謝の意を表する次第である｡
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